


fことしのハイライト】
四月の園芸-つつし

つつじ'科の常緑、落葉または半落葉低木。棄

は長楕円形て両端がとがリ、あらい毛がはえ

ている。四月から六月ごろまで咲く花。

臨場展仔関宿式典と

特集:はなと緑の銀行……………………… l

回花と緑の銀行……………………… 2

図施設園芸…………………………… 6

団屋外広告物の規制………………… 8

団物価とくらし・・・・・…・・・・……一・・・…・10

砂カラーグラビア惨ふるさとのはし

美しい自然

みんなの県政
1973.5 
もく じ

<表紙説明>

ちょうちん

赤ちょうちんといえば、一ぱいのみの代名詞、庶民に愛さ

れる手がるな屋台にぶら下って いるものから祭りに軒先に下

げられる吊提灯などをつく っている。ここ、橋本ちょうちん

居。

1本のヒコーから骨組をつく り、和紙をはりつける手作業で

は1日に l個がせいぜい。

絵を描くのがむづかしいと正弘氏は語った。

富
山
県
を
花
、
ャ
樹
木
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

「
花
と
緑
の
銀
行
」
が
発
足
しし
ま
し
た
。

置
県
九

O
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
県
民
全
体
に
運
動

の
輪
を
広
げ
、
県
土
を
花
と
緑
で
包
み
、

自
然
を
愛
す
る
心
豊
か
な
県
民
性
を
育
て

て
ゆ
き
ま
す
。



f花と緑の銀行のおもな仕事t
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こ
の
銀
行
を
設
立
し
た
趣
旨
は
、
県
民
が
こ
ぞ
っ
て
花
や
木
を
育
て
る
楽
し
さ
を
知
り
、

そ
の
中
か
ら
花
や
み
ど
り
に
親
し
む
生
活
が
定
着
す
る
よ
う

り
の
推
進
母
体
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

い
わ
ば
花
と
緑
の
県
づ
く

こ
の
銀
行
は
、
県
、
市
町
村
、
民
間
人
で

構
成
さ
れ
る
法
人
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
花
と
緑
を
増
や
す
運
動
を
体
系
的
に
実
施
し
ま

す。
こ
の
銀
行
は
中
央
銀
行
と
地
方
銀
行
か
ら
な
り
、
中
央
銀
行
の
本
庖
を
県
庁
に
、
支
庖

を
各
市
町
村
に
お
き
ま
す
。

市
町
村
に
は
、
花
や
緑
に
関
す
る
民
間
篤
志
家
に
よ
る
地
方
銀
行
を
設
け
、
活
動
の
窓

口
と
し
ま
す
。

、

安』
I
l
v
宇
品
ム
ヲ
。

一、

モ
デ
ル
花
壇
や
フ

ま
す
。
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.普及する花の種類
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花壇用 1;])花用 鉢中，([川
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ア一， ーー ン， ーー 8 JJ 4-6月 。
アスタ ー 4 JJ 6-9月 。 。
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ダ 今' 4 - 5 }J 7 -10月 。 。
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十ュ-') ソプ 10-11 H 4-5月 。 。 。
カ‘グ〉こ V，)) 1) 10 Ji 7 - 8 JJ 。 。
アイ ス 10 n 5-6片 。 。
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施
設
l衰I
~、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る
野
菜
栽
培
は
、
現
在
全
国
で
約

一
万
三
、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
、
世
界

一
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

の
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
と
ハ
ウ
ス
を
含
め
た
面
積
、
は
全
野
菜
面
積
の

一

O
パ
ー
セ
ン
ト
位
と
な
り
、
野
菜
に
季
節
感
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
程

に
な
っ
た
の
も
施
設
園
芸
に
よ
る
栽
培
技
術
の
進
歩
が
大
き
な
役
割
を

果
し
て
い
ま
す
。

施
設
園
芸
の
目
覚
し
い
発
展
地
域
は
、
関
東
以
西
、
と
く
に
四
国
1

九
州
に
か
け
て
冬
期
の
果
菜
類
(
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
い
ち
ご
、
そ

の
他
)
が
主
力
で
冬
か
ら
早
春
に
か
け
て

の
生
産
出
荷
が
特
徴
的
で
す
。

北
陸
の
施
設
園
芸
と
は
経
営
的
に
も
異
な
り
専
業
的
経
営
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

本
県
で
は
現
在
約
三
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
ま
り

の
施
設
栽
培
面
積
が
あ

り
、
近
年
は
年
率
約

一
O
パ
ー
セ
ン
ト
位
の
割
合
で
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。

本
県
に
お
い
て
は
、
冬
の
積
雪
が
施
設
園
芸
の
規
模
拡
大
に
隆
路
と

主 要作自作型
対象市町村 現況47.3月 目標50年

平手 夏 作 秋 先、 作地武1.

朝魚日. 入善. 黒部の.他

半向f上足成他ト....~， きゅ うり -at照菊
新川地域 113，738m' 150.oo0m' 

の いち}
11切花(チ ュー リ yプ)

il!，滑川.そ
向夏上菊. いちご 軟弱やさ い

半f足成なす
何l伽l'、ちご

トマト

半f足成 トマト 抑制ト ....~，きゅ う り

日そI山の.他婦中. 八尾，
なす 旬'J1E(チュー リ ソプ)

日山地域 111.614町ず 200.oo0m' きゅ うり 軟弱や さい
こだますいか

半i足成 トマト 判1附弱lきゅうり
きゅうり 電軟 やさい
なす 照菊

半f足成ト 7 ト 切花

な す 例1伽l'、ちご
半f足成 トマト

ふき 切'J1E
il'1i 岡 きゅ うり

高小岡矢.部悩野. 氷見， 77 .528m' 150.oo0m' 
半f足成 ふ き

. その他 なす

砺t底地域 チ ュー リ yプ切花その他来菜ー

半1足成 トマト
抑電軟制 ト7 ト
照菊

チュー リ ソプ切花 司君やさ、、

f、1 J十 302.880 500.000 

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
露
地
野

菜
と
の
組
合
せ
な

ど
に
よ
り
、
年
間

を
通
じ
て
農
業
労

働
に
従
事
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
施

設
園
芸
の
導
入
が

生
産
と
経
営
の
安

定
に
役
立
つ
こ
と

か
ら
最
近
は
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

構
造
改
善
事
業

や
県
の
施
設
園
芸

団
地
育
成
事
業
、

稲
作
転
換
特
別
対

策
事
業
な
ど
に
よ

っ
て
、
共
同
育
苗
や
大
型
ハ
ウ
ス
、
選
果
選
別
施
設
の
設
置
を
は
か
り

積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

組
織
化
、
団
地
化
の
方
向
と
し
て
は
、

一
戸
当
り
の
施
設
(
ハ
ウ
ス

面
積
)
一

O
i
二
0
ア
ー
ル
以
上
一
団
地
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
目
標

と
し
て
、
西
南
暖
地
の
出
荷
盛
期
の
終
り
ご
ろ
か
ら
生
産
き
れ
る
栽
培

型
で
、
そ
の
改
善
と
振
興
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
下
各
産
地
内
に
施
設
園
芸
を
中
心
と
し
た
専
業
的
農
家
の
人

び
と
で
結
成
し
た
施
設
園
芸
研
究
会
が
あ
り
、
現
在
約
一

O
O
名
の
会

員
で
技
術
や
経
営
改
善
の
意
見
交
換
や
、
研
究
発
表
な
ど
、
活
発
な
活

動
が
つ
ゾ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

伸びる施設園芸

主
な
作
物
と
し
て
は
春
作
は
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
が
大
半
で
近

年
富
山
の
こ
だ
ま
す
い
か
、
入
善
の
い
ち
ご
、
本
年
か
ら
魚
津
の
ハ
ウ

ス
メ
ロ
ン
な
ど
も
特
産
と
し
て
芽
生
え
っ
、
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
冬

作
は
、
電
照
菊
の
栽
培
が
、
稲
作
転
換
の
種
苗
導
入
な
ど
に
よ

っ
て
急

速
に
産
地
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

県
下
各
地
区
の
実
態
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑧
振
興
計
画
と
作
物
作
型

五
O
O
j
一
、
八

0
0
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

今
後
、
経
営
合
理
化
の
方
向
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
省
力
化
で
き
る

装
備
と
し
て
、
良
質
品
の
安
定
的
生
産
を
は
か
る
べ
き
で
す
が
、
重
装

備
と
な

っ
て
、
過
剰
投
資
と
な
ら
な
い
こ
と
と
、
常
に
技
術
の
向
上
を

心
が
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

露
地
や
き
い
の
栽
培
は
、
県
下
屈
指
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
施

設
園
芸
の
経
験
は
、
昭
和
三
十
八
年
ご
ろ
か
ら
で
そ
の
後
の
伸
び
は
大

き
く
、
産
地
が
進
ん
で
い
ま
す
。

施
設
面
積
(
昭
和
四
十
七
年
)
三
万
四
、

主
な
作
目

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
切
花
、
電
照
菊
、
軟
弱
や
さ
い

一
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル

昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
か
ら
趣
味
的
な
花
き
栽
培
と
温
床
に
よ
る
夏
果

菜
類
の
育
首
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
農
用
ビ
ニ
ー
ル
の
普
及
し
た
昭

和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
進
展
し
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
に
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

現
在
の
施
設
面
積
八
万
九
、

主

な

作

目

物

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、

一
七

0
平
方
メ
ー
ト
ル

軟
弱
や
さ
い
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花

昭
和
三
十
七
年
ご
ろ
か
ら
増
加
し
、
昭
和
四
十
五
年
一
棟
三
三

0
平

方
メ
ー
ト
ル
の
共
同
育
苗
ハ
ウ
ス
三
棟
の
建
設
に
よ
っ
て
産
地
化
の
方

向
へ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

施
設
面
積
二
万
七
、
一

三

0
平
方
メ
ー
ト
ル

主
な
作
目

ト
マ
ト
、
き
ゅ
、
フ
リ

ッ
プ
切
花

プ
リ
ン
ス
メ
ロ
ン
、

電
照
菊
、

チ
ュ

l
リ
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道路標識を見やすく

屋
外

広
告
物
の
規
制

街
を
歩
く
と
、
お
び
た
だ
し
い
看
板
や
は
り

紙
が
い
や
お
う
な
し
に
目
に
入
り
ま
す
。
色
彩

や
大
き
き
な
ど
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
、

ま
4
山
ヲ
h
v

デ
ι

、

広
告
物
の
狂
騒
曲
を
奏
で
る
か
の
よ
う
で
す
。

こ
れ
が
街
の
風
景
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
街
を
い
ろ
ど
る
広
告
物
も
掲

出
す
る
場
所
や
も
の
に
よ

っ
て
、
非
常
に
美
観

を
そ
こ
ね
、
さ
ら
に
何
よ
り
交
通
事
故
の
原
因

に
も
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
広
告
物
が
道
路
標
識
を
さ
え
ぎ
っ
た

り
す
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
気
づ
か
な
い
で
走

り
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
は
、
富
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
を

制
定
し
、

必
要
な
規
制
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

一
、
全
く
規
制
さ
れ
な
い
も
の

(
適
用
除
外
広

告
物
)

二
、
県
下

一
円
、
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
広
告

(
禁
止
広
告
物
)

三
、
出
す
場
所
、
大
き
さ
が
制
限
さ
れ
る
も
の

許
可
を
う
け
れ
ば
出
せ
る
広
告
物
)
に
わ

け
ら
れ
ま
す
。

一
、
全
面
的
に
広
告
を
禁
止
す
る
地
域
(
禁
止

地
域
)

二
、
許
可
を
う
け
な
け
れ
ば
広
告
で
き
な
い
地

域
(
許
可
地
域
)

ユ
、
全
く
規
制
さ
れ
な
い
地
域

に
分
類
さ
れ

ま
す
。

公
共
の
た
め
に
す
る
広
告
物
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
は
場
所
、
形
式
と
も
い

っ
き
い
制
限
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
法
令
の
規
定
に
あ

っ
た
広
告
物
。

二
、
固
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
表
示
す
る
広

告
物
。

こ
れ
ら
以
外
の
広
告
物
は
何
ら
か
の
制
限
を

つ
け
ま
す
。

美
観
風
致
を
損
な
い
、
八
ム
衆
に
危
害
を
お
よ

ぽ
す
お
そ
れ
の
あ
る
広
告
物
は
、

い
っ
去
』
い
山
出

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
た
広
告
物
は
早
急
に
取
り
除
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

一
、
著
し
く
汚
染
し
、
色
が
あ
せ
た
も
の
、
塗

料
な
ど
の
は
く
離
し
た
も
の
。

二
、
著
し
く
破
損
し
て
い
る
か
、
老
朽
化
し
た

も
の
。

三
、
倒
壊
ま
た
は
落
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
。

次
に
示
す
場
所
に
は
、
全
面
的
に
広
告
物
の

表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

一
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
風
致

地
区
。

二
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
第

一

種
、
第
二
種
住
宅
専
用
地
域
。

三
、
文
化
財
保
護
法
、
富
山
県
文
化
財
保
護
条

例
で
保
護
さ
れ
て
い
る
文
化
財
、
有
形
文
化
、

財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
建
造
物
の
周
囲
、
史

蹟
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ

た
地
域
。

四
、
森
林
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
保
安
林
の

あ
る
地
域
。

五
、
道
路
お
よ
び
鉄
道
な
ど
で
知
事
が
指
定
す

る
区
間
な
ど
。

六
、
港
湾
、
空
港
、
広
場
お
よ
び
こ
れ
ら
の
付

近
の
地
域
で
知
事
が
指
定
す
る
地
域
。

七
、
官
公
署
、
学
校
、
図
書
館
、
公
会
堂
、
公

民
館
、
博
物
館
、
美
術
館
、
体
育
館
、
病
院
、

公
衆
便
所
、
そ
の
他
、
公
共
用
の
建
造
物
と

そ
の
敷
地
。

八
、
古
墳
、
墓
地
、
火
葬
場
。

九
、
社
寺
、
教
会
の
建
造
物
と
そ
の
境
内
地
。

一
、
市
と
町
の
区
域
。

二
、
村
の
地
域
で
、
次
の
地
域

ア
、
国
鉄
や
地
方
鉄
道
の
線
路
、
そ
の
鉄
道

敷
境
界
線
か
ら
両
側

一
O
O
日
以
内
の
地

域
。

イ
、
国
道
か
ら
両
側

一
O
O
訂
以
内
の
区
域
。

ウ
、
主
要
な
県
道
か
ら
両
側

一
O
O
灯
以
内

の
区
域
。

次
の
よ
う
な
も
の
に
は

ど
の
よ
う
な
広
告

も
出
せ
ま
せ
ん
。

一
、
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
構
造
と
分
離
帯

二
、
石
垣

三
、
街
路
樹

四
、
銅
像
や
記
念
碑

五
、
道
路
標
識
、
交
通
信
号
機
、
歩
道
柵
と
防

護
柵
里
程
標
。

六
、
火
災
報
知
機
と
消
火
栓
。

七
、
郵
便
ポ
ス
ト
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
路
上
変

電
塔
。

八
、
送
電
塔
、
送
受
信
塔

照
明
塔

火
の
見

や
ぐ
ら
。

九
、
煙
突

ガ
ス
タ
ン
ク
、
水
道
タ
ン
ク
。

そ
の
他
、
電
柱
、
街
灯
柱
と
い

っ
た
電
柱
類

に
は
、
は
り
紙
、
は
リ
札
、
立
看
板
の
表
示
は

で
き
ま
せ
ん
。

街
は
み
ん
な
の
も
の
、
こ
れ
か
ら
花
や
緑
が

美
し
く
な
り
ま
す
。
屋
外
の
広
告
物
が
ヨ
|
ロ

ツ
パ
の
都
市
の
よ
う
に
美
し
く
統

一
さ
れ
た
も

の
と
し
て
、
富
山
の
印
象
を
さ
ら
に
ひ
き
た
て

る
も
の
に
ま
で
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

街はみんなのもの
QC 

8 
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物物
価価
と
く
ら
し

と
F 晶圃宮

家

計

簿

①
気
に
な
る
物
価
の
う
ご
き

こ
と
し
に
入
っ
て
、
県
内
で
は
豆
腐
、
納
豆
、
み
そ
、
牛
乳
、
肉
な
ど

の
食
品
や
、
衣
料
品
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、

「
物
価
上
昇
」
が
、
私
達
の
暮
ら
し
に
と

っ
て
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。国

が
昨
年
行
な

っ
た
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
も
、
「
物

価
の
抑
制
」
が
社
会
福
祉
の
充
実
と
と
も
に
、
国
民
の
強
い
要
望
で
あ
る

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
国
民
の
大
き
な
関
心
事
で
あ

る
物
価
の
う
ご
き
は
み
ん
な
で
よ
く
み
き
わ
め
て
、
私
達
の
日
常
の
暮
ら

し
に
少
し
で
も
役
立
て
た
い
も
の
で
す
。

①
物
価
指
数
と
は
・
・
・

と
こ
ろ
で
、
物
価
の
う
ご
き
を
み
る
た
め
に
物
価
指
数
が
用
い
ら
れ
ま

す
。
私
た
ち
が
日
常
、
購
入
す
る
個
々
の
品
物
の
価
格
は
、
日
に
よ
っ
て

高
く
な

っ
た
り
安
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
個
々
の
品
物
の
価
格
が
上
下
し
て
も
全
体
で
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
品
物
の
価
格
の

平
均
的
な
水
準
(
こ
れ
を
「
物
価
」
と
い
い
ま
す
。
)
を
調
査
し
て
、
物

価
の
う
ご
き
を
み
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
は
、
ま
ず
比
較
の
基
準

と
な
る
時
点
を
き
め
て
、
そ
の
時

の
物
価
に
対
し
て
平
均
何
折
上
下

し
た
か
を
、
比
率
の
か
た
ち
で
み

消費者物価指数
昭和45年=100

昭消費和者48物年価指1数月

115.0 

114.4 

113.9 

103.0 

121.6 

115.0 

富山市

区 分

総 i} 

食 料

住 居

光 童丸

被 ijjl 

雑 費

第1褒

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
い

わ
ゆ
る
物
価
指
数
で
す
。

第

一
表
は
、
四
十
八
年

一
月
の

富
山
市
に
お
け
る
消
費
者
物
価
指

数
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
光
熱

費
は

一
O
三

・
O
で
す
が
、
被
服
は

二

二

・
六
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
基
準
と
し
た
昭
和
四
十
五
年
か
ら
み
て
、
被
服
は
一
二

・
六

r

も
物
価
が
上
が

っ
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
電
気
料
や
水
道
料
な
ど
の
光
熱

費
は
あ
ま
り
上
が

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
物
価
指
数
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
最
も
密
接
な
品
物
の

価
格
の
う
ご
き
を
、

、皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
経
済
政
策
や
物
価
対
策
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
物
価
の
調
査
は
ど
ん
な
方
法
で
・
:

物
価
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
に
必
要
な
四

O
O余
り
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
調
査
員
が
毎
月
、
直
接
お
屈
を
訪
問
し
て
行
な

い
ま
す
。

富
山
県
内
で
は
、
国
の
委
託
を
受
け
て
調
査
し
て
い
る
二
市

一
町
と
、

富
山
県
独
自
で
調
査
し
て
い
る
三
市
の
合
計
五
市
一
町
で
調
査
を
行
な

っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
か
ら
消
費
者
物
価
指
数
を
算
出
し
、

国
に
報
告
す
る
と
と
も
に
県
で
も
毎
月
こ
れ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

①
物
価
の
う
ご
き

第
二
表
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。
昨
年
の
富
山
市
の
物
価
の
う
ご
き
を
み
る

と
、
総
合
で
は
前
年
よ
り
四

・
九
計
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

医
療
代
や
教
育
費
な
ど
の
雑
費
が
前
年
よ
り
大
き
な
上
昇
を
示
し
て
い
ま

す
が
、
光
熱
費
は
暖
冬
で
あ
っ
た
た
め
き
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
十
七
年
の
物
価
上
昇
の
特
色
は
、
郵
便
料
(
封
書
が

一
五
円

か
ら
二

O
円
な
ど
)
、
タ
ク
シ
ー
代
(
二
八
与
)
、
私
鉄
(
一ニ

O
Y
)
、

パ
ス
運
賃
(
三
五
軒
)
、
消
費
者
米
価
(
平
均
七
・
五
行
)
、
公
私
立
学

校
授
業
料
な
ど
、
公
共
料
金
の
値
上
り
が
続
い
た
こ
と
で
す
。

貧困別の対前年上昇率(富山市)M2表

物価のうごきをみる・ー

い，.γヲ~ 11γγ滑」7yi1tfyZ1fJ 

第 2表費目別の対前金上昇率

品目 古名 柄 単位 4の81年面r刊arJ た2月出か場らみd 品目 官名 4内 単位 4の8働年3相月 た2上月昇か鞠らみ 品目 長名 キ両 悼 4の8耐年3嗣月 た2上月昇か欄らみ

あ じまあじ、 丸 l∞g 57ム13.1 鶏 lls lkgl 291 12.8 み そ並、 米みそ lkg I 175 10.3 

さ li IJL 11 1716]].9 ね ぎ H 971 28.1 11l"!少 糖上、白 11 144 。
、、 かするめいか 11 681 22.2 大 m 11 581 28.4 食 用油 天."らI自450g入 l本 99 

。
塩 さけ 切身 11 159 7.8 にんじん " 731 13.0 ソース 中i農 360mt入 H 127 。
牛 肉 中 11 205 12.3 ご』まう H 228 13.7 4反 材 ラワン材 l版 380 。
豚 肉 中 H 130 8.3 玉ねぎ 時 86 3.3 ベニヤ 紙 J A S 2頬 11 475 8.6 

鶏 肉 プロイラ一、豚肉 H 60 0 豆 腐 絹ごしを除〈 l00g 161 54.7 士T 油 1'1灯油 181 1 358 3.6 

、 ムプレスノ、ム " 138 17.0 t由 f詰 If薄妨げ " 961 41.1 プロパンガ110kg入 l本 800 。
ソーセージ ウインナーソーセージ 11 831 11.8 納 豆糸ひき納豆 H 41 5.9 理 髪 料 大人調j~ l~tl l 800 。
牛 手Lぴん詰 (200α) l本 31 0 こんにゃく 板こんにゃく H 15 。パーマヰントItコールド 11 11，850 。
バター 上、225g入 l箱 200 0 しょう t由 濃口2R，入 l本 320 18.5 ガソリン 税金売リ 11 64 7.1 

富山市の品目別価格のう ごき

こ
の
ほ
か
、
乾
物
(二

一
・
一

r)
、
菓
子

(

一
0
・
九

r)
、
肉
類

(一

0
・
五
軒
)
な
ど

も、

一
割
以
上
も
上
が

っ
て

い
る

の
が
目
立

っ

て
い
ま
す
。

第 3表

ー
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

世
帯
の
家
計
l

県
は
、
国
か
ら
委
託

を
受
け
て
毎
月
み
な
さ

ん
の
家
庭
の
家
計
調
査

を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
家
計
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
の
生
活
の
実

態
を
正
し
く
知
る
こ
と
に
よ
り
、
物
価
対
策
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
た

て
る
た
め
の
基
礎
資
料
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
四
十
七
年
に
行
な

っ
た
家
計
調
査
か
ら
富
山
市
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世

帯

(世
帯
主
平
均
年
令
四
四

・
O
オ
世
帯
人
員
三

・
八
八
人
)
の
家
計
収

支
に
つ
い
て
の
概
況
で
す
。

①
一
か
月
の
実
収
入
(
税
込
み
)
一三
万九千円

昭
和
四
十
七
年
の
春
ご
ろ
か
ら
景
気
は
次
第
に
回
復
の
き
ざ
し
を
み
せ

て
来
た
と
言
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、

富
山
市
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
月

平
均
収
入
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
比
べ一

0
・
三

官

(
全
国

一一

・
一二

r)

と
小
幅
な
伸
び
で
し
た
。

一
方
物
価
も
上
昇
し
て
い
る
の

で
そ
の
物
価
の
上
昇
分
を
除
い
た
実
質

の
増
加
率
を
計
算
し
ま
す
と
五
・

二

r
(全
国
六
・
四
切
れ
)
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

①
生
活
費
(
消
費
支
出
)
は
手
月
九
万
平
円

サラリーマン世帯の 1カ月め惚入と支出(富山市)

ま
た
昭
和
四
十
七
年
は
物
価
も
比
較
的
定

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
物
価
の
上
昇
分
を

除
き
ま
す
と
六

・
こ
れ
わ
(
全
国
四
・

一
軒
)

の
実
質
増
加
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

家
計
収
支
の
内
訳
を
表
に
す
る
と
次

の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ゐ
a

H

Y

-

4

山

い

鴨
川
R

Z

陣

金
U
F
一
同

F

州
陶

ー
:41恥が

f
l
'
'
l
i
l
-
-4
 

イ

lll

|支出 |

47年

区二二E

46年45年

生鮮食料品 (魚介、 野菜、果物)については上、中、下旬の佃l格の平均、その他は中旬の価絡てeす。

10 一

(i主)ム印は7 イナえをポす。

サラリーマン世帯の家計

11 
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「
レ
ト
ル
ト
食
品
て
な
に
?
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。

レ
ト
ル
ト
食
品
は
、
四
十
三
年
三
月
、
あ
る

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
発
売
さ
れ
て
以
来
、
わ
ず

か
数
年
で
め
ざ
ま
し
い
普
及
ぶ
り
を
示
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
普
及
ぶ
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
レ
ト
ル
ト
食
品
と
い
う
名
称
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
メ
ー
カ

ー
が
強
力
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
っ
て
か

0
0

カ
レ

l
H
と
い
う
商
品
名
を
売
り
こ
ん
だ
た
め
、

O
O
カ
レ
ー
が
そ
の
ま
ま
こ
の
食
品
の
呼
び
名

と
し
て
通
用
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。

袋
ご
と
あ
た
た
め
る
だ
け
で
す
ぐ
食
べ
ら
れ

る
レ
ト
ル
ト
食
品
と
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
レ
ト
ル
ト
食
品
と
は
〉

レ
ト
ル
ト
食
品
は
字
宙
計
画
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
ア
メ

リ
カ
で
研
究
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ま
だ

一
般
市
場
向
け

に
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
が
世
界
に
先

が
け
て
実
用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

レ
ト
ル
ト
食
品
と
い
う
名
称
は
製
造
法
に
ち

な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
単
な
る
袋
詰
食

品
で
は
な
く
、
完
全
殺
菌
の
包
装
食
品
だ
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

-
つ
く
り
か
た

製
造
方
法
は
、
容
器
が
缶
と
袋
の
違
い
だ
け

で
、
か
ん
詰
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。

問
題ク

リ
ー
ニ
ン
グ
庖
に
コ

ー
ト
を
し
渡
し
た
と
こ
ろ
、

一
ヵ
月
た
っ
て
も
持
っ
て

き
ま
せ
ん
。

問
い
あ
わ
せ
た
と
こ
ろ

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い

う
返
事
で
し
た
。

賠
償
の

請
求
は
ま
だ
し
て
い
ま
せ

ん
が
返
し
て
も
ら
え
る
で

し
よ
う
か
。

①
完
全
調
理
さ
れ
た
食
品
を
袋
詰
に
す
る
。

②
で
き
る
だ
け
空
気
を
抜
い
て
封
を
す
る
。

③
ス
チ
ー
ム
殺
菌
釜
に
入
れ
て
、

一
・
五
J

の

圧
力
を
か
け
な
が
ら
一
二

O
度

C
で
二

O
分

ほ
ど
殺
菌
し
た
あ
と
、
加
圧
し
な
が
ら
冷
却

す
る
。

こ
の
殺
菌
釜
の
こ
と
を
レ
ト
ル
ト
と
い
う
の

で
す
。

まリと質耐 らがぐと期る食て高が ノ、

すエアポ熱フで開れが間こ品、温誕レ ~ -
。スルリ性イす発たで保とをし殺生卜 V
テミエのル 。さフき存な変か商しル L
ル箔チあム れイるすく化もがたト l 
を、レるは た lレ、る、さ内での舎 yレ
はポン硬、 かムすこ長せ王子

A 、 ト
メ入 a 
h- ~食
せ 4・E 口
て ~ 口口

7 ~ ~‘の
え4・"，.~特
~ .z- 司・ /】懲

-
レ
ト
ル
ト
食
品
の
特
性

①
完
全
殺
菌
の
包
装
食
品
で
あ
る
。

一二

O
度

C
以
上
で
殺
菌
す
る
の
で
、
衛
生

守

を
基
準
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
賠
償
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
と
き
に

は
、
各
都
道
府
県
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
御
生
同
業
組
合

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

。

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
と
の
ト
ラ

ブ
ル
は
処
理
が
む
ず
か
し
く
な
リ
ま
す
。

直
接
、
そ
の
屈
と
交
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

的
な
食
品
で
す
。

②
殺
菌
時
間
が
短
い
の
で
色
や
風
味
の
変
化
が

少
な
い
。

形
が
薄
く
て
平
た
い
の
で
、
熱
の
伝
わ
り
方

が
速
く
、
か
ん
詰
や
び
ん
詰
の
二
分
の

一
か

ら
三
分
の

一の
時
間
で
殺
菌
で
き
ま
す
。
殺

菌
時
間
の
短
縮
に
よ

っ
て
、
食
品
成
分
の
変

化
が
少
な
く
、
褐
変
、
加
熱
臭
、
香
味
の
劣

化
な
ど
が
防
げ
ま
す
。

③
光
や
醍
素
の
透
過
性
が
な
い
。

知恵

光
や
階
素
は
、
食
品
の
変
質
や
品
質
低
下
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
レ
ト
ル
ト
食
品
に
使
わ
れ

て
い
る
フ
ィ
ル
ム
は
こ
れ
ら
を
完
全
に
遮
断
す

る
た
め
、
品
質
が
長
く
保
た
れ
ま
す
。
常
温
で

半
年
か
ら

一
年
間
保
存
で
き
ま
す
。

④
軽
く
て
か
さ
ば
ら
ず
、
持
ち
運
び
に
便
利
。

4 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
は
、
客
の
品
物
を
洗
濯
し
て
、

い
に
し
た
り
、
ア
イ
ロ
ン
あ
る
い
は
シ
ミ
ヌ
キ
な
ど
し
て

お
客
に
返
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

客
は
こ
れ
に
対
し
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
を
支
払
う
と

い
う
法
律
的
な
関
係
に
な
り
ま
す
。

庖
が
客
か
ら
預
っ
た
衣
類
を
な
く
し
た
と
す
れ
ば
コ
ー

ト
に
見
あ
う
金
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
庖
の
事
故
は
、
火
災
、
盗
難
、

紛
失
、
手
落
ち
、
誤
配
と
い
う
場
合
で
す
が
、
客
の
側
と

し
て
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屈
の
債
務
不
履
行
を
理
由
に
損

害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
で
は

客
か
ら
預
っ
た
品
物
の
耐
用
年
数
や
使
用
度
を
も
と
に
し

て
、
賠
償
基
準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。

穴
が
あ
い
た
と
か
、
変
な
色
が
つ
い
た
、
あ
る
い
は
縮
ん

で
し
ま
っ
た
と
か
い
う
場
合
に
は
、
こ
の
基
準
に
も
と
づ

い
て
正
当
な
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
客
の
品
物
を
紛
失
し

た
場
合
や
、
損
害
を
、つ
け
た
も
の
が
特
殊
な
も
の
で
あ
る

場
合
な
ど
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
の
倍
に
相
当
す
る
額

答

き
れ

⑤
調
理
の
手
聞
が
は
ぶ
け
る
。

袋
の
ま
ま
熱
湯
で
数
分
間
あ
た
た
め
る
だ
け

で
よ
く
、
か
ん
切
り
や
栓
抜
き
の
必
要
も
な
く

簡
単
に
開
封
で
き
る
。

-
レ
ト
ル
ト
食
品
の

マ
イ
ナ
ス
面

①
コ
ス
ト
高
で
あ
る
。

製
造
工
程
で
手
聞
が
か
か
る
た
め
生
産
能
率

が
低
く
、
包
装
代
も
高
く
つ
く
。

②
む
つ
か
し
い
製
造
技
術

中
身
を
充
て
ん
す
る
と
き
に
、
シ
ー
ル
面
に

液
汁
や
湯
気
が
つ
く
と
密
封
不
良
と
な
り
、
は

が
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
外
箱
の
汚
れ
て
い
な
い
も
の
。

②
外
箱
を
軽
く
押
し
て
み
て
、
中
身
が
あ
ま
り

膨
張
し
て
い
な
い
も
の
。

腐
敗
し
て
ガ
ス
が
発
生
す
る
と
、
袋
が
異
常

に
ふ
く
れ
て
く
る
。

③
表
示
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
。

④
製
造
年
月
日
の
新
し
い
も
の
を
。

密
封
す
る
と
き
に
、
で
き
る
だ
け
空
気
を
抜

き
ま
す
が
、
真
空
状
態
で
な
い
た
め
、
わ
ず
か

に
残
っ
て
い
る
空
気
や
、
食
品
中
に
溶
け
て
い

る
酸
素
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
日
が
経
つ
に

し
た
が
っ
て
変
色
し
た
り
、
微
妙
な
味
の
変
化

が
お
こ
っ
た
り
、
多
少
は
油
脂
も
酸
化
し
ま
す
。
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置
県
九
十
周
年
を
迎
え
て

藩
か
ら
県

。

こ
と
し
は
、
富
山
県
が
置
県
九
十
周
年
を
迎
え
て
、

な
行
事
や
事
業
を
企
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

一
つ
、
目

で
み
る
か
特
集
号
。
は
精
彩
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
次
代
を
荷
い
、

い
人
ノ
い
人
ノ

伸
び
行
く
人
た
ち
の
好
伴
侶
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

あ
れ
こ
れ
き
き
や
く
よ
う
だ
が
、

い
ま
わ
た
し
が
、

旧
弊
打
破
、

諸
政

一
新
、
こ
と
に
か
藩
か
ら
県

へ
々
の
い
ど
み
に
処
し
た
先
人

た
た
え
っ
、
、
開
巻
二
貝
の
か
表
記
。
を
味

の
労
苦
を
し
の
び
、

読
す
る
こ
と
と
し
た
い
。。

-
寛
永
十
六
年
六
月
二
十
日
l
明
治
二
年
六
月
十
七
日
(
一
六
三

九
1

一
八
六
九
)

加
賀
藩
主
三
代
前
田
利
常
が
、
当
時
の
禄
高

一
、
O
二
二
、
七

六
O
石
の
う
ち
、
長
子
光
高
に
八

O
O
、
0
0
0
石
を
、
自
ら
は

二
二
二
、
七
六

O
石
を
養
老
領
と
し
て
小
松
に
隠
退
し
た
。

の
石
高
は
利
常
逝
去
後
金
沢
藩
領
と
し
た
)
な
お
そ
の
際

一
O
O
、

0
0
0
石
を
、
二
男
利
次
(
富
山
藩
祖
)
に
、
七

O
、
0
0
0
石

を
、
三
男
利
治
(
大
聖
寺
藩
祖
)
に
分
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
封
し

て
、
宗
藩
金
沢
の
藩
扉
と
し
た
。
標
題
の
年
月
は
、

利
常
が
幕
府

に
そ
の
旨
請
う
て
許
き
れ
た
日
で
あ
る
。
富
山
藩
祖
利
次
の
富
山

そ
の
年
の
十
月
で
、
と
き
に

城
入
り
の
日
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

従
来
二
百
六
十
諸
俣
だ

っ
た
が
、
論
功
行
賞
で
、

三
百
家
ほ
ど
で

き
た
は
ず
で
あ
る
。
加
賀
藩
は
維
新
の
立
ち
後
れ
か
ら
、
高
頭
だ

っ
た
が
侯
爵
と
‘
い
う
わ
け
だ

っ
た
。
し
か
し

一
門
の

三
家
と
家
老

の
本
多

・
今
枝

・
奥
村

・
斯
波

・
村
井

・
横
山
の
七
家
が
男
爵
を

授
け
ら
れ
た
。

。

-
明
治
四
年
七
月
十
四
日

(一

八
七
ご

-
-
の
日
太
政
官
布
告
「
藩
を
廃
し
県
を
置
き
候
事
L

と
の一

行

い
わ
ゆ
る
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
要
す

の
達
し
で
、

る
に
、
き
き
の
藩
籍
奉
還
の
旧
領
そ
の
ま
、
の
暫
定
府
県
の
大
統

合
が
目
的
の
処
置
だ

っ
た
。
そ
れ
で
全
国
的
に
も
十

一
月
二
十
二

日
ま
で
に
、

三
府
七
十
二
県
に
整
理
完
了
を
み
た
。
が
、
富
山
県

の
場
合
、
藩
籍
奉
還
の
富
山
藩
領
が
そ
の
ま
、
富
山
県
と
な
り
、

金
沢
県
は
ま
た
越
中
国
当
時
の
旧
藩
領
を
そ
の
ま
、
金
沢
県
の
所

管
と
し
た
も
の
で
き
ら
き
ら
新
味
の
な
い
も
の
だ

っ
た
。

新
政
府
の
目
的
は
新
し
い
地
方
制
度
の
確
立
の
た
め
に
、
封
建

制
度
を
廃
止
し
、
中
央
集
権
制
度
を
採
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
と
に
か
く
県
治
制
度
の
実
績
と
は
な

っ
た
よ
う
だ
。

次
号

つ
づ
く

富
山
県
史
編
さ
ん
専
門
委
員

重

杉

俊

雄

~ 

年
二
十
ま
た
二
十
四
歳
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

以
来
二
代
正
甫
は
売
薬
の
祖
と
し
て
十
代
利
保
は
、
本
草
学
者

ま
た
歌
人
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
明
治
維
新
当
時
の
利
同

(
と
し

あ
っ
)
は
十
三
代
で
、
と
き
に
年
十
四
歳
の
幼
主
で
あ

っ
た
。

旧
婦
負
の

一
郡
と
上
新
川
郡
の

一
部

(
神
通
川
に
沿
う
上
流
大
沢
野
町
笹
津
の
下
流
、
熊
野
川
・
イ
タ

チ
川
に
沿
う
福
沢

・
大
庄

・
月
間
・
太
田
の

一
部
)
だ

っ
た
。
な

お
そ
の
こ
ろ
は
、
現
在
の
県
庁
は
神
通
川
の
本
流
中
で
あ
り
、
昭

和
会
館
裏
の
稲
荷
神
社
は
対
岸
の
堤
防
上
で
あ
り
、
富
山
駅
へ
か

富
山
藩
領
は
だ
い
た
い
、

け
て
婦
負
郡
桜
谷
村
地
内
だ

っ
た
。

い
ま
桜
谷
と
い
う
と
呉
羽
山

一
連
の
村
内
だ

っ
た
わ
け
で

の
五
百
羅
漢
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が

ふ
め
司
令
。

元
県
庁
の
旧
城
跡
は
上
新
川
郡
富
山
町
地
内
だ

っ
た
。

。

-
明
治
二
年
六
月
十
七
日
(
一
八
六
九
)

こ
の
日
は
藩
籍
奉
還
の
目
。

殿
き
ま
と
い
わ
れ
た
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
藩
主
が
、
藩
領
を

朝
廷
に
返
上
し
た
日
で
あ
る
。
と
同
時
に
各
藩
主
が
禄
高
幸
た
当

時
の
勲
功
に
よ
り
華
族
と
な
り
、

一
応
「
知
藩
事
」
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
と
と
も
に
藩
で
は
職
制
の
大
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。

華
族
と
い
う
八
ム

・
侯
爵
は
禄
高
三
十
万
石
以
上
、
伯
爵
は
十
万

石
以
上

・
子
爵
は
五
万
石
以
上

・
男
爵
は

一
万
石
以
上
が
標
準
で
、

富山県となるまで

月日不詳 明治2年 明治4年 明治4年 明治5年 明治9年 明治時年

蔦j古2年 6月17日 6月14日 11月20日 9月27日 4月18日 5月9日

加賀国 金沢県

石川県 石川県

能登国

加賀藩 金沢藩 金沢県
七尾県ト一一一一一一一 一

越射水郡
ト一一一一一一一 トー一一一一一一一ー 石川県

砺波郡

中ト一一一一一一 新川県 富山県

新川郡 新川県

国一
婦負郡
富山藩 富山藩 富山県
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~ 県
立
自
然
公
園

自
然
と
の
対
話
、
環
境
保
全
が
き
け
ば
れ
る
こ
の
ご
ろ
、
美
し
い
自
然
を
守
リ
、
す

ぐ
れ
た
景
勝
を
保
護
し
な
が
ら
、
県
民
の
保
健
、
休
養
と
い
っ
三
」
と
に
役
だ
て
よ
う

と
す
る
県
立
自
然
公
園
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

O
朝
日
県
立
自
然
公
園

海
浜
の
利
用
拠
点
と
な

っ
て
い

る
宮
崎
海
岸
と
、
そ
の
背
後
の
日
帰
り
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
基
地
と
し
て
の
城
山

一
帯
、
小
川
温
泉
元
湯
付
近
、
北
又
谷

一
帯
の
国
有

林
地
帯
の
自
然
景
観
の
保
護
と
利
用
の
増
進
を
は
か
る
た
め
区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。

公
園
計
画

、

現
況
と
特
色

城
山
を
は
じ
め
と
す
る
笹
川
流
域
の
丘
陵
性
山
地
小
川
源
流
と
黒
部
川
の

一
大
支
流

を
な
す
北
又
谷
源
流
部
を
と
り
囲
む
山
地
で
海
岸
部
は
宮
崎
港
か
ら
西
は
岩
石
海
岸
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
景
観
l

城
山
北
部
の
海
岸
線
に
突
き
出
た
山
の
斜
面
は
、
常
緑
広
葉
樹
で
お
お

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
帯
を
鹿
島
樹
叢
と
よ
び
、
昔
か
ら
航
行
の
目
標
、
な
だ
れ
防
止
の
た
め
の
保
安

林
と
な

っ
て
い
ま
す
。
樹
林
に
は
、
シ
イ
ノ

キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ

シ
、
ム
ク

ノ
キ
な
ど
南
方
系
暖
帯
性
の
植
物
が
多
く
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
文
関
係
l

海
岸
地
域
は
古
く
か
ら
、
新
潟
と
富
山
を
結
ぶ
交
通
の
要
路
と
し
て
鉄
道
、

道
路
網
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮
崎
漁
港
も
整
備
さ
れ
、
住
民
の
生
産
の
場
と

し
て
の
要
素
が
強
い
地
域
で
す
。

歴
史
的
に
も
、
宮
崎
城
跡
、
境
の

一
里
塚
、
関
所
跡
な
ど
史
跡
が
多
い
地
域
で
す
。

温
泉
l

小
川
温
泉
元
湯
は
、
昔
か
ら
湯
治
温
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
利
用
者
の
大
部
分
は
湯
治
客
で
、
年
間
約

一
二
万
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

二、

自
然
保
護
の
方
針

こ
の
公
園
の
う
ち
、
北
部
海
岸
地
域
と
そ
の
背
後
の
丘
陵
地

一
帯
は
、
全
般
的
に
景

色
の
維
持
を
は
か
り
な
が
ら
、
産
業
と
の
調
整
を
は
か
り
ま
す
。

展
望
利
用
の
拠
点
と
な
る
城
山

一
帯
に
つ
い
て
は
、
無
計
画
な
開
発
、
景
観
破
壊
を

防
止
す
る
た
め
、

土
地
の
公
有
化
な
ど
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

中
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
の
山
地
部
は
、
全
般
的
に
景
観
の
保
護
を
は
か
る
ほ
か
、

と
く
に
北
又
谷
流
域
の
原
生
林
地
帯
の
保
護
を
優
先
し
ま
す
。

一一一、
利
用
の
方
針

北
部
宮
崎
海
岸
、
城
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
夏
期
の
海
浜
、
海
面
利
用
及
び
日
帰

り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
(
展
望
、
休
憩
、
散
策
、
自
然
探
勝
)
利
用
を
対
象
と
し
、

特
に
城
山
地
区
は
、
集
団
施
設
地
区
と
し
て
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

ω
小
川
温
泉
元
湯

一
帯
は
、
湯
治
、
休
養
の
場
と
し
て
整
備
す
る
も
の
と
し
、
併
せ

て
将
来
は
、
越
道
峠
へ
の
車
道
の
整
備
に
伴
な
い
、
朝
日
岳
等
中
部
山
岳
方
面
へ
の

基
地
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
。

ω
北
又
谷
付
近
は
、
原
始
性
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
り
、
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
|
シ

ョ
ン
を
は
か
る
場
と
し
て
利
用
す
る
と
と
も
に
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
、
朝
日
岳
、

)
 

可
E
A(
 白

馬
岳
方
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
整
備
を
行
な
う
。

ま
た
、
将
来
は
、
黒
薙
温
泉
方
面
と
の
連
絡
利
用
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
も
の
と

す
る
。

16 
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土 I也 所 有 別 面 積 年 間

固有地 公有地 私有地 利用者数 利用型式 公 園 σ3 特 色

( ha ) ( ha ) ( ha ) (人)

海水浴

釣魚 -宮崎海岸の海岸及び海洋景観

6，396 3，226 25万人 湯治 -小川温泉元湯

登山 -北又谷原生林

自然探勝

自然探勝
-有峰湖 (人工湖)の湖水景観及

1，155 。 10，445・ 9万人
野営

び利用

(北陸電力)
ノ、イキ ング

-中部山岳立山、薬師連峰の眺望
釣魚

文化財探訪
-庄川渓谷。 645 3，149 20万人 向然探勝

ノ、イキング
-合掌造集落(文化財)

トー一一一一一一一

7，551 646 16，820 54万人

公園 特別地
番 ~ 園 名 指定 公園面積 計画 域指定

関係市町村名
グ〉 面積Ji} コ (ふりがな) 年月日 ( ha ) 
有無 ( ha ) 

47 
朝 日 町 9，623 

1 あ朝さひ日県立自然公園 3 
(一部宇奈月町との境界 (その他海域)

有 9，361 

未決定) 660 
13 

47 

2 あ有りん峰ね県立自然、公園 3 大 山 町 11，600 有 11，600 

13 

47 平 村

3 l 五ご箇かや山ま県立自然公園 3 3，.794 有 3，275 

13 上 平 村
、.

計
25，017 

24，236 
(660) 

17 
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O
有
峰
県
立
自
然
公
園

和
田
川
上
流
の
有
峰
湖
、
小
口
川
上
流
の
祐
延
湖
を
と
り
囲
む

一
帯

と
鍬
崎
山
地
域
の
自
然
景
観
の
保
護
に
あ
わ
せ
て
、
利
用
の
増
進
を
は

か
る
た
め
、
区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。

由
の
二
つ
の
路
線
が
主
な
も
の
で
す
。

利
用
施
設
は
、
ダ
ム
サ
イ
ト
東
側
の
県
立
青
少
年
の
家
・:
研
修
施
設
、

宿
泊
定
員
二
二

0
・名
、
広
場
、
園
地
、
駐
車
場
、
博
物
展
示
館
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

公
園
計
画

二、

保
護
の
方
針

、

現
況
と
特
性

有
峰
、
祐
延
両
湖
周
辺

一
帯
と
鍬
崎
山
の
森
林
景
観
の
保
護
を
は
か

り
ま
す
。
と
く
に
、
い
ま
ま
で
の
保
護
林
と
し
て
天
然
林
が
残
さ
れ
て

い
る
有
峰
湖
沿
い
の
森
林
、
寺
地
山
か
ら
北
と
西
に
延
び
る
尾
恨
上
の

高
海
抜
林
、
そ
し
て
鍬
崎
山
北
面
の
国
有
林
は
現
状
を
維
持
し
て
い
き

ま
す
。

有
峰
湖
、
祐
延
湖
を
中
心
と
し
た
地
形
は
、
盆
地
状
を
な
し
、
緩
傾

斜
地
が
多
く
鍬
崎
山
は
、
独
立
峰
で
北
西
側
の
主
稜
線
は
犬
品
山
、
極

楽
坂
山
へ
南
側
の
そ
れ
は
大
坂
森
山
へ
と
連
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

植
生
1

有
峰
の
森
林
植
生
は
、
海
抜

一
、
六

O

O
訂
以
上
の
寒
帯
性

高
山
地
帯
と
一
、
六

O
O
U
以
下
の
温
帯
地
帯
の
林
相
に
わ
け
ら
れ
ま

す
。

一一一、
利
用
の
方
針

川
有
峰
湖
周
辺
の
利
用
の
中
心
を
猪
根
平
に
置
き
、
集
団
施
設
地
区

を
設
定
す
る
。
宿
泊
地
設
を
中
心
に
各
種
公
共
施
設
を
重
点
的
に
整

備
す
る
と
共
に
折
立
峠

(中
部
山
岳
同
立
公
園
)
と
の
連
け
い
利
用

を
考
慮
す
る
。

ω
瀬
戸
谷
(
西
岸
)
地
区
を
利
用
の
準
拠
点
と
し
て
整
備
、
湖
面
利

用
(
釣
魚
等
)
を
考
慮
す
る
と
共
に
、
猪
恨
平
と
航
路
で
連
絡
す
る
。

ω
到
達
路
と
し
て
の
有
峰
林
道
及
び
各
支
線
の
整
備
拡
充
を
図
る
と

共
に
、
迂
回
路
線
と
し
て
の
小
口
川
林
道
の
新
設
、
将
来
岐
阜
県
方

面
と
の
連
絡
を
考
慮
し
て
東
谷
線
を
整
備
す
る
。

凶
湖
畔
か
ら
祐
延
湖
、
鍬
崎
山
方
面
へ
の
歩
道
を
柊
備
、
そ
の
他
必

要
個
所
に
園
地
、
自
然
歩
道
、
避
難
小
屋
等
の
整
備
を
は
か
リ
、
登

山
、
景
観
展
望
、
自
然
探
勝
等
の
利
用
に
対
処
す
る
。

有
峰
湖
の
西
岸
か
ら
南
岸
に
か
け
て
み
ら
れ
る
シ
ラ
カ
ン
バ
の
純
林

は
、
県
内
で
は
他
所
に
少
な
く
、
貴
重
な
存
荘
で
す
。

草
木
も
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
、
ミ
ズ
ギ
ク
、

興
味
深
い
も
の
で
す
。

動
物
l

鳥
類
、

サ
ワ
ラ
ン
な
ど

の
湿
原
植
物
も

獣
類
の
ほ
か
両
せ
い
類
、
日
比
虫
も
種
類
が
豊
富
で
、

イ
ワ
ナ
の
ほ
か
、
湖
に
は
多
数
の
ニ
ジ
マ
ス
、
ヤ
マ
メ
、

ど
が
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
|
有
峰
湖
へ
の
道
は
、
有
峰
口

を
さ
か
の
は
る
有
峰
林
道
と
、
神
通
川
筋
、

魚
類
は

ワ
カ
サ
ギ
な

(小
見
)
か
ら
和
田
川
沿

岐
阜
県
か
ら
大
多
和
峠
経

O
五
箇
山
県
立
自
然
公
園

県
西
部
の
合
掌
集
落
な
ど
の
文
化
景
観
と
、
そ
の
背
景
を
な
す
す
ぐ

れ
た
自
然
景
観
を
あ
わ
せ
持
つ
、
平
村
、
上
平
村
に
か
け
て
の
庄
川
沿
岸

一
帯
の
保
護
と
利
用

の
増
進
を
は
か
る
た
め
、
区
域
を
設
定
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
生
産
、
、
生
活
の
場
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
調
整
を
は

か
り
な
が
ら
、
風
致
の
保
護
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

と
く
に
、
重
要
な
地
区
は
、
土
地
の
公
有
地
化
を
推
進
し
ま
す
。

=一、
利
用
の
方
針

公
園
計
画

ω
西
赤
尾
、
菅
沼
お
よ
び
上
梨
、
田
向
地
区
に
集
団
施
設
地
区
を
整

備
す
る
ほ
か
、
相
の
倉
な
ど
文
化
財
探
訪
利
用
を
考
慮
し
て
公
共
施

設
を
整
備
し
ま
す
。

ω
利
用
幹
線
ル
ー
ト
と
し
て
の
国
道
三
O
四
号
線
(
細
尾
峠
梨
谷
線
)

一
五
六
号
線
(
庄
川
沿
岸
線
)
の
整
備
及
び
沿
線
の
路
傍
園
地
等
の

整
備
を
は
か
り
ま
す
。

ω
自
然
状
態
の
良
好
な
ル
ー
ト
を
選
定
し
て
各
利
用
地
点
を
結
ぶ
歩

道
を
整
備
し
ま
す
。

凶
宿
泊
施
設
は
、
既
存
旅
館
の
ほ
か
菅
沼
、
上
梨
、
相
ノ
倉
に
お
け

る
民
宿
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
利
用
増
に
対

処
す
る
た
め
、

一
O
O
人
収
容
程
度
の
中
規
模
宿
泊
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
(
菅
沼
、
上
梨
)
。

。置

)

J
1
川町

案

4
d
些
巾

r
t

里
し
規

準

平
L

，
h
」
わ

o

vx-

掛
け

。……

某

別
の
す

告

か

特
次
ま

為

噌

μ

り

-
TJ

E
ま
ま

k

dパ

松
附

♂

M

U
即
対んハ』こ

議

」

j
L

の
に
る

何閃

恥
誠一四川

端

山

岡
耽
と

E
K』

富

公
特
が

-、
現
況
と
特
性

庄
川
沿
岸
は
、
白
山
の
支
脈
で
あ
る
一
、

0
0
0
灯
か
ら
一
、
七

O

O
灯
級
の
山
々
が
尾
根
を
連
ね
て
、
中
央
の
庄
川
峡
谷
に
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
。

人
文
関
係
l

庄
川
沿
岸
に
は
相
の
倉
、
上
梨
、
田
向
、
菅
沼
、
西
赤

尾
な
ど
固
ま
た
は
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
合
掌
集
落
、
合
掌

住
宅
が
残
っ
て
お
り
、
か
つ
こ
う
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
箇
山
は
民
謡
の
豊
庫
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
と
合
掌
集
落
を

パ
ッ
ク
に
演
じ
ら
れ
る
歌
と
踊
り
は
、
素
朴
で
味
わ
い
深
い
も
の
で
す
。

温
泉
|
平
村
の
田
向
部
落
か
ら
湯
川
に
沿

っ
て
一
一
キ
ロ
上
流
に
泉
源
が

あ
っ
て
、
毎
分
二
二
五

μ
の
お
湯
が
三
五
度

C
で
湧
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
上
梨
ま
で
引
湯
し
て
村
営
共
同
浴
場
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

保の護地;帯十両区1分1: 保tiJ豊のJ十耐細iill分111 一 般的‘Ji-項

0特別地域中で風致維

持同の必公要岡のもっとも
い 閣の核心的)j(

第 1 Mi o極程見地力域現イt'のJr!..観の保
1漫を図ることとし、

!原則として公施開計設l由l
で決を定5午された の
み容

0風致維持の必要J支の
中位のもの

特別地域
風致維持が効果的に
行なわれるよう規制l

第 2 fif¥ を図リ、産為業開発そ
の他の行 について

は、 風士晶致子ト維は持制上必要
ある 限を
力日える。

0 特に景観に'fi大な;*~

特を及t!すと恩業を行規わ制為れl 
第 3 純

る顕著な行為

し通常の戸E
は原則として許可さ
れるものである。

0一風度致定合維持上の規制もの

普通地域
いが{時二(立の の

規模以ヒの行m為J) 
を千エソク(届出

二、

自
然
保
護
の
方
針

庄
川
沿
岸
五
箇
山
地
区
の
人
文
景
観
と
そ
の
背
景
を
な
す
自
然
景
観

の
保
護
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

こ
の
地
域
は
、
人
文
、
自
然
景
観
の
す
ぐ
れ
た
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
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一 県立自然公園--.. 'きつ県政の

-
三
月
一
四
日
住
み
よ
い
県
づ
く
り
に
若
者
の
声

-
住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
」
に
若
い

人
の
考
え
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
県
は
高
校
生
を
対
象
に

公
聴
会
を
聞
い
て
意
見
や
要
望
を
聞
い
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
総
合
計
画
専
門
部
会
に
報
告
し
て

十
分
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

-
=
一
月
一
四
日
み
や
げ
品
な
ど
試
買
検
査

県
は
、
お
み
や
げ
品
や
水
産
加
工
物
の
公
開
試
買
検

査
会
を
聞
い
た
。
消
費
者
代
表
、
業
者
側
、
県
職
員
ら

一
八
人
が
検
査
員
に
な
っ
て
県
内
の
居
か
ら
買
い
あ

つ
め
た
お
菓
子
、
漬
物
な
ど
四
八
点
に
つ
い
て
検
査
し

た-
三
月
二
一
日

オ
リ
ヱ
ン
テ

l
リ
ン
グ
県
大
会

ιー

-
=
一
月
二
三
日
予
算
な
ど
全
議
案
可
決

一一
月
定
例
県
議
会
は
、
四
十
八
年
度

一
般
会
計
予
算

ー
な
ど
六
九
議
案
と
、
監
査
委
員
(
県
議
分
)
選
任
同
意

の
追
加
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
新
議
長
に
高
平
公

友
を
選
ん
で
二
四
日
間
の
会
期
を
閉
じ
た
。

-
=
一
月
ニ
六
日
中
央
卸
売
市
場
が
完
成

生
鮮
食
糧
品
の
価
格
安
定
の
た
め
、

二
五
億
五
百
万

円
を
か
け
て
建
設
し
て
い
た
富
山
市
中
央
却
売
市
場
が

完
成
、
開
場
し
た
0

・
ト
ピ
ッ
ク
ス

-
三
月
三
一
日
婦
人
消
防
団
廃
止

利
賀
村
の
「
婦
人
消
防
団
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
に

誕
生
し
て
か
ら
十
二
年
の
歴
史
を
閉
じ
た
。

こ
れ
は
出
稼
ぎ
の
男
た
ち
が
相
次
ぎ
帰
郷
、
村
に
定

住
し
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
る
。

住みよい県づくりに若者の声3月14日

20 

自然しし、美

-
四
月
二
日
土
地
対
策
室
ス
タ
ー
ト

土
地
利
用
計
画
と
買
い
占
め
防
止
、

地
価
の
高
騰
対

策
な
ど
総
合
的
な
土
地
行
政
の
推
進
を
は
か
る
富
山
県

土
地
対
策
室
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

-
四
月
五
日
県
議
会
、
買
い
占
め
に
取
り
組
む

生
活
物
資
や
建
設
資
材
な
ど
の
値
上
げ
や
買
い
占
め

で
異
常
な
事
態
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
県
議
会
は
こ
の

問
題
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
、
県
に
対
し

て
も
積
極
的
な
規
制
措
置
を
打
ち
出
す
よ
う
要
請
し
た
。

-
四
月
+
一
日
県
政
パ
ス
教
室

昭
和
四
十
八
年
初
の
県
政
パ
ス
が
発
車
し
た
。

県
政
の
重
点
事
業
個
所
や
施
設
を
見
学
す
る
、
県
政
パ

ス
教
室
は
、
こ
と
し
は

一
O
O
台
発
車
す
る
。

予算など全蹟寮可決

4月11日 県政パス教室

3月23日
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